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政策評価（令和６年度）

１　戦略のねらい

２　施策評価の結果

※施策評価の結果：ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅの５段階で判定した結果

３　総合評価結果と評価理由

　※定量的評価：施策評価結果を点数化して平均点を算出し、Ａ相当、Ｂ相当、Ｃ相当、Ｄ相当、Ｅ相当の５段階に判定する。

　 　・施策評価結果の配点　ａ：４点、ｂ：３点、ｃ：２点、ｄ：１点、ｅ：０点

　 　・判定基準（平均点）　 　Ａ相当：４点、Ｂ相当：３点以上４点未満、Ｃ相当：２点以上３点未満、Ｄ相当：１点以上２点未満、Ｅ相当：１点未満

　※総合評価：定量的評価を基本とし、定性的評価を考慮する必要がある場合には、総合的な観点からA、B、C、D、Eの５段階に判定する。

４　主な課題と今後の対応方針

　※課題と今後の対応方針の各施策の詳細については、施策評価調書を参照

政策評価調書

　戦略３　観光・交流戦略

　幹事部局名 観光文化スポーツ部 　評価者 企画振興部長 　評価確定日 令和６年７月31日

　価値観の変化と地方への関心の高まりを好機と捉え、食や文化、スポーツをはじめとする多様な分野と観光との連携・
融合により、交流人口の更なる拡大を図ります。

施策評価の結果

2022（Ｒ４） 2023（Ｒ５） 2024（Ｒ６） 2025（Ｒ７）

目指す姿１「何度でも訪れたくなるあきた」の創出 ｂ ｂ

目指す姿２「美酒・美食のあきた」の創造 ａ ａ

目指す姿３文化芸術の力による魅力ある地域の創生 ａ ａ

目指す姿４活気あふれる「スポーツ立県あきた」の実現 ｃ ｅ

目指す姿５国内外との交流と住民の暮らしを支える交通ネットワークの構築 ｃ ｄ

総合評価 評価理由　　　　　

　ライフスタイルの変化等により旅行形態やニーズが多様化して
いるものの、本県の特色を生かしたコンテンツが不足している。

　多様化した旅行形態に対応するために、秋田を代表する世界遺産
や国指定重要無形民俗文化財等の多様な自然・文化の魅力を最大限
ＰＲするほか、洋上風力発電などの新たな旅行資源を活用した受入
態勢の整備に係る市町村の取組の支援等を図る。また、令和５年度
に調査した情報をデータベース化し、旅行商品の造成や利用者の増
加につなげる。

など　 など　

　輸出に取り組む事業者が固定化しているほか、日本酒、稲庭う
どん、いぶりがっこに次ぐ新たな輸出商材が見出せていない。

　バイヤーや飲食店等の現地ニーズの把握に努め、輸出商材の多様
化及び海外での販路開拓に取り組む事業者の掘り起こしを進める。

など　 など　

　文化芸術活動を行う個人や団体は限られており、世代や地域の
偏りもあることから、県民が広く文化芸術に親しむことのできる
環境づくりが求められている。

　優れた作品や活動に対する顕彰、文化団体が行う活動への助成な
ど、文化芸術活動に取り組みやすい環境づくりを進めるとともに、
東京藝術大学との連携事業等を活用し、県民が質の高い文化芸術に
触れる機会の確保や将来の地域文化を担う若手の育成を図る。

など　 など　

　仕事や家事・育児に忙しい働く世代や女性の運動実施率が低い
傾向にある。

　職場や家庭で手軽に実践できる運動教室の開催や、運動プログラ
ムの動画配信により、いつでも、どこでも、気軽にスポーツに取り
組める環境を整備する。

など　 など　

　コロナ禍により落ち込んだフェリー利用者の完全な回復には
至っていない。

　トラック業界における2024年問題を受けてモーダルシフトに取り
組む事業者を対象に、助成制度を実施するなど、需要を的確に捉え
利用増加につなげていく。また、Ｒ６年度は就航25周年となること
から、旅行事業者への助成制度のほか、広報媒体や出前講座等の場
でフェリー利用の魅力をＰＲし、貨物・旅客利用の推進を図る。

など　 など　

施　　　策

Ｃ
　施策評価の結果を基にした定量的評価が「Ｃ相当（平均点2.40）」であることから、総合評価は
「Ｃ」とする。

目指
す姿

　課題（戦略の目標達成に向けた課題など） 今後の対応方針（重点的・優先的に取り組むべきこと）
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５　政策評価委員会の意見

　自己評価の「Ｃ」をもって妥当とする。
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